
開
会
に
あ
た
っ
て
藤
井
和

海
代
表
が
「
日
頃
か
ら
の
ご

支
援
に
感
謝
し
ま
す
」
と
挨

拶
。
続
い
て
来
賓
が
「
備
中

地
区
の
民
族
文
化
を
伝
承
す

る
こ
と
は
意
義
深
い
」
な
ど

と
活
動
を
た
た
え
ま
し
た
。

演
目
は
藤
田
剣
心
君
（
出

部
小
学
校
６
年
）
に
よ
る
導

き
の
舞
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
練

習
を
積
ん
で
き
た
生
徒
ら
の

所
作
は
大
人
顔
負
け
。
年
々

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
舞
い

に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
９
月
、
総
社
市
の
別

府
隆
亮
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

事
代
主
命
と
大
国
主
命
の
衣

装
を
披
露
す
る
指
導
者
の
模

範
舞
い
も
あ
り
ま
し
た
。

毎
回
来
て
い
る
と
い
う
男

性
の
一
人
は
「
備
中
神
楽
を

通
し
て
成
長
す
る
皆
さ
ん
の

姿
は
頼
も
し
く
、
舞
台
と
観

客
席
の
一
体
感
も
素
晴
ら
し

い
」
と
話
し
な
が
ら
、
発
表

会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
井
原
自
慢
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
第
５
回
つ
ど
え
～
る

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式

が
12
月
17
日
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
賞
は
展
示
47
点
の
中
か

ら
、
中
世
夢
が
原
で
あ
っ
た

刀
鍛
冶
の
実
演
を
鮮
や
か
に

と
ら
え
た
金
澤
洋
平
さ
ん

（
芳
井
町
）
＝
写
真
中
央
＝

の
「
火
花
散
る
」
が
受
賞
し

ま
し
た
。

作
品
展
の
会
期
中
、
見
学

に
訪
れ
た
人
た
ち
は
「
井
原

の
美
し
い
写
真
は
観
光
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
が
る
」
と
話
し
な

が
ら
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

金
賞
「
火
花
散
る
」

金
澤
洋
平
・
芳
井
町

銀
賞
「
お
に
ぎ
り
食
べ
て
も

い
い
？
」

笠
行
茂
正
・
木
之
子
町

銀
賞
「
白
糸
の
滝
」

山
下
カ
ズ
シ
・
美
星
町

銅
賞
「
幻
想
的
な
夜
」

原
田
裕
司
・
美
星
町

銅
賞
「
ぶ
ど
う
の
里
を
走
る

る
」

青
野
公
民
館
・
青
野
町

銅
賞
「
秋
色
に
燃
え
る
楷
の

木
」

佐
藤
敏
弘
・
井
原
町

（
敬
称
略
）

自
作
の
正
月
飾
り
で
よ
い

正
月
を
迎
え
よ
う
と
「
正
月

し
め
飾
り
作
り
方
教
室
」
が

つ
ど
え
～
る
で
12
月
24
日
、

市
民
45
人
が
参
加
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
講
師
は
惣
台
八

十
八
氏
（
西
江
原
町
）
。
受

講
者
は
個
々
に
用
意
さ
れ
た

稲
わ
ら
に
縒
（
よ
）
り
を
か

け
て
、
輪
を
左
右
対
称
に
す

る
メ
ガ
ネ
型
と
呼
ば
れ
る
し

め
飾
り
作
り
に
挑
戦
し
、
難

し
い
部
分
は
手
伝
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
約
90
分
か
け
て

仕
上
げ
ま
し
た
。

参
加
し
た
上
野
千
菜
美
さ

ん
（
井
原
町
）
は
「
自
分
で

は
き
れ
い
に
出
来
た
よ
う
に

思
い
ま
す
」
と
、
満
足
の
表

情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
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45
人
が
挑
戦

正
月
し
め
飾
り
教
室

井
原
備
中
神
楽
保
存
会
小
中
学
生
伝
承
教
室
（
つ
ど

え
～
る
登
録
団
体
）
の
平
成
29
年
度
発
表
会
が
１
月
20

日
、
い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
第
２
回
目
の

つ
ど
え
～
る
手
話
体
験
講
座

が
11
月
26
日
、
井
原
手
話
サ

ー
ク
ル
の
橋
本
房
子
代
表
と

メ
ン
バ
ー
の
正

司
和
代
氏
を
講

師
に
招
い
て
開

催
さ
れ
、
約
30

人
が
受
講
し
ま

し
た
。

講
座
は
挨
拶
と
名
前
の
表

現
方
法
の
復
習
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
「
好
き
」
「
嫌
い
」
と

い
っ
た
反
対
語
の
学
習
の
中

で
「
手
話
は
表
情
が
大
切
」

と
教
わ
り
一
同
納
得
。
続
い

て
隣
の
人
と
「
は
じ
め
ま
し

て
。
私
は
〇
〇
〇
〇
で
す
。

あ
な
た
の
お
名
前
は
？
」
と

日
常
会
話
の
練
習
に
も
取
り

組
み
、
う
ま
く
で
き
る
と
手

話
で
拍
手
を
す
る
な
ど
、
こ

の
日
も
和
や
か
に
約
２
時
間

学
習
し
ま
し
た
。

最
後
に
正
司
講
師
が
「
か

つ
て
学
ん
だ
ろ
う

学
校
は
、
時
代
の

流
れ
も
あ
っ
て
口

話
教
育
が
中
心
。

両
親
と
別
れ
て
過

ご
し
た
寄
宿
舎
生
活
の
自
由

時
間
は
少
な
か
っ
た
」
と
自

身
の
体
験
を
紹
介
、
皆
静
か

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

芳井町

つ
ど
え
～
る
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

楽しみな

がら学習

《

３

賞

受

賞

者

》

■井原備中神楽保存会小

中学生伝承教室＝藤井和

海代表。平成１５年６月

発足。会員は中学生２人

・小学生１３人・幼稚園

以下６人。練習は出部公

民館で毎週木曜日（夜）

と土曜日（午前）。

備中神楽保存会小中学生
伝承教室２９年度発表会



岡
山
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
を
対
象
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
官
民
合
同
資
金
調
達
説

明
会
＆
相
談
会
が
11

月
８

日
、
つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ

ま
し
た
。

参
加
者
約
50
人
を
前
に
岡

山
県
県
民
協
働
推
進
班
の
古

川
統
括
参
事
が
「
地
域
力
向

上
支
援
の
補
助
事
業
・
助
成

事
業
を
今
後
の
活
動
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
」
な
ど
と
挨
拶
。
続

い
て
公
益
財
団
法
人
み

ん
な
で
つ
く
る
財
団
お

か
や
ま
の
今
井
事
務
局

長
が
、
岡
山
県
等
の
助

成
金
に
つ
い
て
概
要
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

事
例
発
表
に
移
り
、

岡
山
県
共
同
募
金
会
＆

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー

モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
未
来
は

「
困
っ
た
と
き
は
お
互

い
様
」
の
考
え
を
も
と

に
活
動
。
倉
敷
市
役
所

＆
特
例
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ペ

ア
レ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
・
す
て

っ
ぷ
は
「
障
が
い
児
の
子
育

て
は
、
保
護
者
の
居
場
所
の

共
有
や
個
別
指
導
と
実
習
に

よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転
が
有

効
」
。
日
本
政
策
金
融
公
庫

＆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
村
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
は
「
広
報
活
動

に
は
資
金
も
地
域
連
携
も
欠

か
せ
な
い
」
な
ど
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
論
を
展

開
し
ま
し
た
。

個
別
相
談
は
九
つ
の

ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
助

成
金
・
補
助
金
・
融
資

に
つ
い
て
約
１
時
間
行

わ
れ
ま
し
た
。

い
ば
ら
ア
ー
ト
ル
ー
プ
商

店
街
（
岡
山
県
・
ア
ー
ト
で

地
域
づ
く
り
実
践
講
座
実
行

委
員
会
主
催
）
が
１
月
13
日

～
14
日
、
井
原
町
下
町
で
開

か
れ
ま
し
た
。

昨
年
末
に
は
Ｐ
Ｒ
壁
画
も

描
か
れ
、
ア
ー
ト
作
品
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
古
い
町
並
み
が
残

る
商
店
街
で
展
開
。
若
手
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
や
地
元
住
民
ら

に
よ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
内

外
の
人
々
を
呼
び
込
み
、
新

し
い
文
化
を
演
出
す
る
と
と

も
に
、
往
時
の
賑
わ
い
を
彷

彿
さ
せ
ま
し
た
。

つ
ど
え
～
る
も
協
賛
施
設

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
が
甘
酒
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
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つどえ～る登録団体を紹介する井原

放送の番組「つどえ～る通信」は、一

昨年11月にスタート。毎月１団体を取

材、収録編集して第４または第５木曜

日に放送。１月２５日までに１５団体

が出演しました。インターネットＹｏ

ｕＴｕｂｅ 検索 つどえ～るチャンネル

ですべてご覧になれます。

◇ ◇

28年11月 ①ＮＰＯ法人やさい塾

：

29年12月 ⑭環境ボランティア五味会

30年１月 ⑮倉掛自治連合会

①午後６時以降のご利用は事前予約が

必要です。また、開館はお申込み時間

の１０分前となっております。準備時

間を考慮の上、お申し込みください。

②予約が重なった場合は、事務局で調

整させていただきます。

③予約された日時や部屋は、ホームペ

ージなどで早めにご確認ください。

④施設の性格上、特定の団体や個人を

優先することはできません。

つどえ～るカフェは、井原市社会福

祉協議会が推進している赤羽根カフェ

のひとつで平成２８年４月オープン。

◇ ◇

と き：日曜＆金曜 10：00～15：00

（祝祭日の場合は休み）

場 所：つどえ～る１階

メニュー：コーヒー・紅茶・ジュース

平成３０年度を迎えるにあたり、つ

どえ～るでは登録団体を募集します。

金銭的負担はなく、施設の利用が便利

になるほか、広報活動の支援・協力が

得られます。

つどえ～る登録34団体

■つどえ～るご利用について

備中西商工会青年部美星支部
（酒井 良樹）

まちづくり岡山ネットワーク
（吉澤万千子）

さくらの家 （落合 清三）
欅の杜塾 （安木 正明）
鳥羽踊り保存会

（藤井 護）
プラント （吉原 正敏）
井原町まちづくりの会

（山岡 弘幸）
はっぴいひろばとまとさん家

（曽根 勝）
井原はばたき会

（中島 知子）
3.11 忘れないプロジェクト

（上田 勝義）
井原ＢＢＱ （細羽 宏子）
五 味 会 （宮本 幸枝）
ボランティアガイド井原

（北川 有紀）
井原備中神楽保存会・小中学
生伝承教室 （藤井 和海）
倉掛自治連合会

（片岡 宏文）
ビビッド経ケ丸

（鳥越恵治郎）
井原市文化協会洋画部

（原田 晋作）
井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（高木 繁光）
たかやランニングクラブ

（高木 完二）
井原ライトクラブ

（森下 三男）
井原市グラウンドゴルフ協会
美星会 （川本 守）
猪清サロン スミレクラブ

（曽根 勝）
井原手話サークル

（橋本 房子）
サロンあすは（中島 知子）

あんしん （大郷 隆久）
北山ひまわり会

（山本 貴司）
井原にほんご教室

（三宅 康子）
やさい塾 （井上 輝彦）

めだかの集い（藤井 裕史）
井原笑いヨガ・キラキラ

（畑地 泉）
倉掛パソコンクラブ

（佐藤 敏弘）
よしいかけはし

（河合 恭廣）
一般社団法人 未来野良

（仁城 亮彦）
市民交流ネットワーク井原

（渡辺 研一）

【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・作業コーナー・パソコン

コーナー・展示コーナー・ミニ会議室

注）コピー印刷等は実費が必要です

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

注）倉庫の使用はご遠慮願います

注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00 １時間 200円

17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館

注）ご利用には事前の申し込みが必要

つどえ～るご利用メモ

ミ

ニ

情

報

（はＮＰＯ法人 氏名は代表者）

■つどえ～るカフェ

■井原放送・つどえ～る通信

Ｎ
Ｐ
Ｏ
官
民
合
同
資
金
調
達
説
明
会

《いばらアートループ商店街》

イベントでよみがえる賑わい

■つどえ～る登録団体募集

うらじゃ踊り連の演舞も披露されました

補助金・助成金について説明する各団体の担当者

細かな内容は個別相談で


